
うるおいと活力にあふれる田園都市なかのしま
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　１０月２日�、町民文化センターを会場に、「立町（村）１００周年記念式典」を挙行。式典は、町内外から約４００名の方
々を招き、功労者表彰やシンボルマーク発表、「町のゆめ」の発表、タイムカプセルの封印などを盛大に行いました
（詳しい内容を２～３ページに掲載。）。
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広報
�

２００１． 　　 月号

�  １２，９８３人　（＋１）
� 　６，３８２人　（－３）　 � 　６，６０１人（＋４）
� 　３，０９７世帯（±０）

総人口

男 女

世帯数

●町・県民税（第３期）　●国民年金（１０月分）
●国民健康保険税（第６期）
●介護保険料（１号被保険者・普通納付分・第６期）

http://www.town.
nakanoshima.niigata.jp

人口と世帯数　９月末日現在の「住民基本台帳」より（前月比） 今月の納税など（納付には便利な口座振替のご利用を） ホームページアドレス�
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記号の説明　�とき　�ところ　�対象者
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日
�

３１　

月
１０

　

日
�

１１

　
　
　
　
　
　

月

１０

糖尿病予防教室�午前９時～�町農村環境改善センター�９月号１３ペー
ジ

１
日
�

　
　
　
　
　
　

月

１１

資源ごみの収集�午前８時まで�上通地区
元気はつらつ教室�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�５月号
１４ページ

　

日
�

１２

資源ごみの収集�午前８時まで�中之島地区（真弓・野口を除く）
母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１９ページ

２
日
�

「クリスマス・バロック名曲コンサート」のチケット発売日
　

日
�

１３

�内科医：はしもと小児科（�６１－２４００）　�外科
医：星整形外科医院（�６６－８８０８）　町内一周駅伝
競走大会�午前９時スタート�１５ページ　文化の日

３
日
�

�内科医：堀医院（�６６－２１３３）
�外科医：見附南医院（�６３－４４７７）

　

日
�

１４

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）

４
日
�

町図書館休館日
　

日
�

１５

町図書館休館日５
日
�

１歳６カ月児健診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１２年３
月・４月生まれ�１９ページ

　

日
�

１６

４カ月児健診�午後１時３０分～�町農村環境改善セ
ンター�平成１３年６月・７月生まれ�１９ページ

６
日
�

糖尿病予防教室�午前９時～�町農村環境改善センター�９月号１３ペー
ジ

　

日
�

１７

２００�、４００�献血�午前９時３０分～�町農村環境改
善センター�２０ページ

７
日
�

　

日
�

１８

きらめき女性セミナー�午後１時１５分～�町農村環
境改善センター�２０ページ

８
日
�

資源ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区
母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１９ページ

　

日
�

１９

資源ごみの収集�午前８時まで�上通地区
元気はつらつ教室�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�５月号
１４ページ

９
日
�

　

日
�

２０

『小杉真二』ピアノコンサート『ショパン物語』�午後７時～�町民文
化センター�１８ページ
中之島中央小学校音楽会�午前９時～�中之島中央小学校

　

日
�

１０�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）　�外科医：見附市立病院（�
６２－２８００）　産業まつり�午前９時～�ＪＡ青果物集出荷予冷センター
前ほか　上通小学校音楽会�午前９時３０分～�上通小学校

　

日
�

２１

�内科医：村上医院（�６３－４６００）
�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）
ソフトバレーボール大会�午前９時～�町北体育館�１９ページ

　

日
�

１１町図書館休館日
法務・人権・行政相談所�午前１０時～�町農村環境改善センター�２０ペ
ージ

　

日
�

２２

町図書館休館日
　

日
�

１２中之島町長選挙告示日（不在者投票開始）�１１ページ
育児相談会�午前９時～�町農村環境改善センター�平成１３年１月・２
月生まれ�１９ページ

　

日
�

２３

　

日
�

１３パパママ学級�午後６時４５分～�町農村環境改善センター�平成１３年１１
～平成１４年４月 分  娩 予定の初産の夫婦�１９ページ

ぶん べん

　

日
�

２４

粗大ごみの収集�午前８時まで�中之島地区（真弓・野口を除く）　乳幼児集団予防
接種（ツベルクリン反応検査）�午後１時５０分～�町農村環境改善センター�９月号
１３ページ　『男』の料理教室�午後７時～�町農村環境改善センター�１９ページ

　

日
�

１４
　

日
�

２５

粗大ごみの収集�午前８時まで�上通地区
きらめき女性セミナー�午後１時１５分～�町農村環境改善センター�２０
ページ

　

日
�

１５資源ごみの収集�午前８時まで�中条・信条・西所・三沼地区、真弓・
野口　元気はつらつ教室�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�
５月号１４ページ

　

日
�

２６

資源ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区　母子手帳発行・育児サー
クル�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�１９ページ　乳幼児集団予防
接種（ＢＣＧ）�午後１時５０分～�町農村環境改善センター�９月号１３ページ

　

日
�

１６おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター
中之島中学校文化祭�午前８時３５分～�中之島中学校

　

日
�

２７

おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター
　

日
�

１７�内科医：石川医院（�６６－２１４０）　�外科医：金井医院（�６２－０１１６）
中之島町長選挙投票日�午前７時～�各投票所�１１ページ　信条小学校
文化祭�午前９時～�信条小学校

　

日
�

２８

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）
剣道大会�午前９時～�町北体育館

　

日
�

１８町図書館休館日
　

日
�

２９

町図書館休館日
　

日
�

１９パパママ学級�午後６時４５分～�町農村環境改善センター�平成１３年１１
月～平成１４年４月 分  娩 予定の初産の夫婦�１９ページ

ぶん べん

　

日
�

３０

「
立
町
（
村
）
百
周
年
記

念
式
典
」
に
お
い
て
封
印

さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
送
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
ほ
か
に
、

小
・
中
学
校
か
ら
一
ク
ラ
ス
ず
つ
、
大
き

な
封
筒
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
詰
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
百
周
年

記
念
誌
」
や
昨
年
十
月
号
〜
今
年
九
月
号

ま
で
の
広
報
、
五
年
前
に
作
成
し
た
「
町

制
施
行
十
周
年
記
念
町
勢
要
覧
」
な
ど
が

入
っ
て
い
ま
す
。
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
町

民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
▼
な
お
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
色
は
青
で
、
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
が
横
に
な
っ
た
よ
う
な
形
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
横
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
フ
タ
は
金
属
の
半

球
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１０月１４日�
　�内 ： 堀 医 院 （�６６－２１３３）
　�外 ： 見附南医院 （�６３－４４７７）
１０月２１日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
１０月２８日�
　�内 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
１１月３日�
　�内 ： はしもと小児科 （�６１－２４００）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）

１１月４日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
１１月１１日�
　�内 ： 村 上 医 院 （�６３－４６００）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）
１１月１８日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
１１月２３日�
　�内 ： 内 島 医 院 （�６６－２４６６）
　�外 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）

編後
集記

こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
古
紙
配
合
率　

％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１００

生涯学習フェス
ティバル�３日
�～８日��町
民文化センター
�９月号５ペー
ジ
●内容●
町民作品展�３
日�～６日�
小・中学生絵画
展�３日�～６
日�　生花展�
３日�～４日�
町民茶会�３日
�　町民芸能祭
�４日�　錦鯉
品評会�４日�
菊花展�５日�
～８日�

休日在宅当番医のお知らせ　■内 ：内科医　■外 ：外科医



� 広報なかのしま ２００１．１０月号

◆
個　
　

人

○
�
澤　

�
一
（
百
一
歳
・
中
条
第
二
）

○
酒
井　

キ
ノ
（
百
歳
・
福
原
）

○
浅
野　

謙
藏
（
前
町
収
入
役
・
中
之
島
第
七
）

○
五
十
嵐
昭
治
（
前
町
教
育
長
・
中
之
島
第
四
）

○
池
之
上
鶴
�
（
前
町
議
会
議
員
・
鶴
ヶ
曽
根
）

○
五
十
嵐
亮
一
（
町
議
会
議
員
・
池
之
島
）

○
山
田
太
計
治
（
元
町
農
業
委
員
会
委
員
・
中
条
東
）

○
山
�　

定
太
（
前
町
農
業
委
員
会
委
員
・
中
条
中
）

○
堀　
　

次
郎
（
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
中
之

島
第
四
）

○
堀　
　
　

孟
（
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
・
中
之
島
第
二
）

○
�
木　

三
郎
（
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
・
西

高
山
新
田
）

○
丸
山　

龍
栄
（
町
消
防
団
員
・
池
之
島
）

○
樋
山　

恭
平
（
町
体
育
指
導
委
員
・
中
条
宮
村
）

○
小
柳　

道
雄
（
信
条
剣
士
会
代
表
指
導
者
・
中
条

新
田
第
二
）

○
塩
入　

正
人
（
全
国
高
校
総
体
ボ
ク
シ
ン
グ
優
勝

・
大
口
）

◆
団　
　

体

○
町
赤
十
字
奉
仕
団
中
条
西
和
分
団
（
中
条
宮
村
）

○
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

○
中
野
西
青
空 
子  
供 
会

こ 

ど
も

◆
感
謝
状
贈
呈

○
東
京
中
之
島
会

立
町（
村
）百
周
年
記
念
功
労
者
表
彰（
敬
称
略
）

▲表彰された方々

▼被表彰者を代表して謝辞
を述べる池之上さん

長寿者として表彰された▼
西澤さん（左）と酒井さん
（右）

▲「町のゆめ」を発表された小杉さん
（右）と國島さん（中）、山本さん（左）

▲タイムカプセルの封印

▲「越のコーラス」による合唱のアトラクション

▲町長と岩田長岡造形大学教授による〔シンボルマーク発表〕

１００

十
月
二
日
�
に
〔
立
町（
村
）百
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
〕
挙
行

約
四
百
名
が
町
の
誕
生
日
を
お
祝
い

広報なかのしま ２００１．１０月号 �

　

十
月
二
日
�
、
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
立
町
（
村
）
百

周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
。
町
内

外
か
ら
約
四
百
名
の
方
々
が
参
列

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
辞
で
は
町
長
が
「
明
治
三
十

年
代
に
一
挙
に
八
ヵ
村
が
合
併
し

た
こ
と
は
、
大
英
断
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
決
断
が
、

後
の
治
水
事
業
や
用
排
水
、
道
路

整
備
な
ど
の
社
会
資
本
づ
く
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
大
い
に
役

立
ち
ま
し
た
。
新
し
い
世
紀
を
迎

え
、
先
人
の
先
見
性
と
愛
郷
の
心

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

町
民
を
代
表
し
て
三
名
が

「
町
の
ゆ
め
」
を
発
表

　

町
民
代
表
三
名
が
「
町
の
ゆ

め
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

中
之
島
中
央
小
学
校
六
年
生
の
小

杉
真
里
菜
さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
て
お
年
寄
り
と
お

話
し
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
も
お
年
寄
り
の
方
々
が
過

ご
し
や
す
い
福
祉
の
い
き
と
ど
い

た
町
に
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

次
に
中
之
島
中
学
校
二
年
生
の

國
嶋
麻
美
さ
ん
は
「
田
ん
ぼ
が
整

備
さ
れ
て
、
川
に
生
き
物
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
が
親

に
な
っ
た
と
き
、
子
ど
も
と
一
緒

に
川
で
遊
べ
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
山
本
三
郎
さ
ん
（
新

栄
）
は
「
Ｉ
Ｔ
革
命
を
進
め
る
た

め
、
高
速
ネ
ッ
ト
を
全
国
に
」
と

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
は
、
町
長
と
岩
田

長
岡
造
形
大
学
教
授
に
よ
る
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
発
表
や
二
十
年
後
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
封
印
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
越
の
コ
ー
ラ
ス
」
に
よ
る
合
唱

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

“夢”
たくす
新世紀

立町（村）１００周年
記念事業



� 広報なかのしま ２００１．１０月号

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

整
備
し
公
共
施
設
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
す
る
と
と
も
に
、
役
場
庁
舎
内

や
各
公
共
施
設
に
三
十
七
台
の
パ

ソ
コ
ン
を
設
置
。
こ
れ
ら
の
パ
ソ

コ
ン
を
接
続
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
図
り
ま
し
た
（
上
記
「
中
之

島
町
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
メ

ー
ジ
図
」
参
照
。）。

　

こ
れ
に
伴
い
、
事
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
町
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
が
容

易
に
な
る
た
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
整

備
さ
れ
た
機
器
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
で
は
、
今
後
も
パ
ソ

コ
ン
を
計
画
的
に
導
入
す
る
予
定

で
す
。

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
な
ど
に
住
民
向
け
の

開
放
端
末
設
置

　

一
般
住
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

開
放
端
末
（
左
写
真
参
照
）
を
役

場
庁
舎
一
階
と
公
民
館
ロ
ビ
ー
、

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
開
放
端
末
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
常
に
接
続
さ
れ
て
お

り
、
開
放
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
開
放
時
間
は
施
設
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）。
パ
ソ
コ
ン
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
、
こ
ち
ら
の

機
器
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
方
法
に
ご
質
問
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
町
の
職
員
な

ど
へ
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

開放端末は役場庁舎１階、公民館ロ
ビー、町民文化センターロビーに設
置。町民の皆さんが自由に活用でき
ます。 

広報なかのしま ２００１．１０月号 �

町
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

広
報
九
月
号
の
「
編
集
後
記
」

に
お
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

十
月
二
日
�
、
町
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
。
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
立
町
（
村
）
百

周
年
記
念
式
典
の
前
に
「
開
設

式
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
の
概

要
や
地
域
情
報
、
町
か
ら
の
い
ろ

い
ろ
な
お
知
ら
せ
を
見
ら
れ
る
ほ

か
に
、
公
共
施
設
予
約
や
申
請
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
り
、
町
民
の
方
々
の
意
見
交
換

の
場
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

右
記
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド

レ
ス
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町の公式ホーム
ページを開設しました
ホームページアドレス
http://www.town.
nakanoshima.niigata.jp

１０月２日�、
立町（村） １００周年記念式典の
前に〔開設式〕を実施

①ホームページのトップページ。②１０月２日�、町民文化センターロビーにお

いて実施された「ホームページ開設式」の様子。③町民文化センターロビーな

どに設置されている開放端末は、この画面からスタート。④特産品の紹介など、

町の情報が盛りだくさん。

１

４

３

２



平成１２年度の

� 広報なかのしま ２００１．１０月号

平成12年度
当初との増減

平成12年度末
現在

区　　　分

6,322㎡増32万8,988㎡土 地

1,317㎡増5万4,975㎡建 物

6,127万円減12億1,488万円基 金

基 金 の 内 訳

93万円増7億4,049万円財政調整基金

14万円増6,912万円減 債 基 金

6,234万円減0　　保育所建設
基 金

増減なし1億8,659万円地域福祉基金

〃2億1,168万円土地開発基金

〃700万円地域環境保全
基 金

平成13年３月31日現在
人口・世帯数

人　口   ……… 13,031人
世帯数   ……… 3,096世帯

町　民　税

3億8,505万9千円

１人当たり 29,549円
１世帯当たり 124,373円

固定資産税

5億5,522万5千円

１人当たり 42,608円
１世帯当たり 179,336円

軽自動車税

2,672万9千円

１人当たり 2,051円
１世帯当たり 8,633円

市町村たばこ税

5,859万円

１人当たり 4,496円
１世帯当たり 18,924円

特別土地保有税

255万円

１人当たり 196円
１世帯当たり 824円

一般会計
　一般会計は最近の厳しい財政状況の中、限られた財源を重点的、

効率的に活用し、節度ある財政運営を行ってきました。

　当初５２億２，７５５万３千円の予算でしたが、各地区で実施する町道の

融雪施設工事への補助金などを増額。平成１２年度末の決算では、歳

出総額が５２億３，８７０万円で前年度と比較すると１億２，１２０万３千円、

２．４％の増となりました。

　また、財政状況の弾力性を示す経常収支比率は８１．４％で、前年度

より２．６％上昇。町債の財政負担状況を示す公債費比率は１６．６％で、

前年度より０．４％低下。財政力を示す財政力指数は０．３０４で、前年度

より０．００３低下しており、昨年度に引き続き、財政の硬直化が進ん

でいます。

公共下水道事業特別会計
　公共下水道事業特別会計は、当初６億４，２０４万８千円の予算でした

が、下水道枝線などの工事費を増額し、平成１２年度末の決算では、

歳出総額が７億４，１５６万３千円。前年度と比較して１億３９５万２千円（１６．３ 

％）の増となりました。

国民健康保険特別会計
　国民健康保険特別会計は、当初６億８，３５９万円の予算でしたが、平

成１２年度末の決算では、歳出総額が６億３，６５８万３千円。前年度と比

較して５，０５０万２千円（８．６％）の増となりました。

老人保健特別会計
　老人保健特別会計は、当初１０億２，４５１万５千円の予算でしたが、平

成１２年度末の決算では、歳出総額が１０億３，０９９万円。前年度と比較

して２，８４６万１千円（２．７％）の減となりました。

介護保険特別会計
　介護保険特別会計は、当初４億３，７８６万円の予算でしたが、平成１２

年度末の決算では、歳出総額が４億２，５０８万５千円となりました。

※１　「経常収支比率」と「公債費比率」は、ともに小さいほど経常経費が少ないことを表

します。したがって、住民の方々の要望にあった行政ができるかどうかを判断する指標

です。

※２　「財政力指数」は、大きいほど市町村の自主財源（町民税など）が多く、独自の事業

に取り組みやすくなります。

町税の内訳と負担状況

公有財産の状況

広報なかのしま ２００１．１０月号 �

の町の決算状況

町税�
10億2,815万円�
　（18.7％）�
　〔△2.8％〕�

地方交付税�
26億9,353万円�
　（48.9％）�
　〔0.6％〕�

町債�
5億2,850万円�
　（9.6％）�
　〔43.5％〕�

繰越金�
2億4,951万円�
　（4.5％）�
　〔△15.1％〕�

分担金及び負担金
7,887万円�
　（1.4％）�
　〔△31.0％〕�

その他�
1億3,877万円�
　（2.5％）�
　〔88.9％〕�

県支出金�
2億6,595万円�
　（4.8％）�
　〔34.7％〕�

国庫支出金�
1億8,506万円�
　（3.4％）�
　〔△36.0％〕�

地方譲与税�
1億691万円�
　（1.9％）�
　〔2.8％〕�

その他�
2億2,984万円�
　（4.2％）�
　〔20.9％〕�

教育費�
5億　　�

5,108万円　　�
（10.5％）　　　�
〔4.9％〕　　　　�

衛生費�
6億908万円　�
（11.6％）　　�

〔3.0％〕　　　　�

消防費�
2億836万円�
（4.0％）�

〔△5.9％〕�

農林水産業費�
3億7,605万円�

（7.2％）�
〔△27.4％〕�

議会費・商工費�
1億4,757万円�

（2.8％）�
〔1.5％〕�

差引額�
2億6,639万円�

民生費�
12億9,123万円�

（24.7％）�
〔37.2％〕�

土木費�
7億7,739万円�
（14.8％）�
〔△6.5％〕�

総務費�
4億8,914万円�

（9.3％）�
〔△23.4％〕�

公債費�
7億8,880万円�
　　（15.1％）�
　　　〔11.9％〕�

自�主�

依�

存�

財�

財�

源�

源�

歳入�
55億�
509�
万円�

歳出�
52億�

3,870�
万円�

（　）構成比　％�
〔　〕前年比増減率　％�
　△　は減�

公共下水道事業特別会計�

3333億�
9,0559,055万円万円�

3434億�
4,9454,945万円万円�

7070億�
7,5547,554万円万円�

7070億�
5,7935,793万円万円�

33億�
9,055万円�

34億�
4,945万円�

70億�
7,554万円�

70億�
5,793万円�

一般会計�

平成11年度末� 平成12年度末�

公
共
下
水
道
事
業�

国
民
健
康
保
険�

老

人

保

健

介

護

保

険

10億�

7
億
4
、5
6
6

5
6
6
万
円
万
円
�

7
億
4
、1
5
6

1
5
6
万
円
万
円
�

7
億
3
0
5

3
0
5
万
円
万
円
�

6
億
3
、6
5
8

6
5
8
万
円
万
円
�

1010
億
5
、1
8
7

1
8
7
万
円
万
円
�

1010
億
3
、0
9
9

0
9
9
万
円
万
円
�

4
億
4
、2
1
0

2
1
0
万
円
万
円
�

4
億
2
、5
0
9

5
0
9
万
円
万
円
�

7
億
4
、5
6
6
万
円
�

7
億
4
、1
5
6
万
円
�

7
億
3
0
5
万
円
�

6
億
3
、6
5
8
万
円
�

10
億
5
、1
8
7
万
円
�

10
億
3
、0
9
9
万
円
�

4
億
4
、2
1
0
万
円
�

4
億
2
、5
0
9
万
円
�

5億�

0

歳入�歳出�

一般会計

町債の状況 特 別 会 計 の 状 況



� 広報なかのしま ２００１．１０月号

�タ
 

各
種
老
人
保
健
施
設
の
建
設
負

担
金

�チ
 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ
ー
ム
の
委
託

　

介
護
家
族
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
し
た
。

�ツ
 

各
種
検
診
、
健
康
教
室
な
ど

　

健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
健

康
相
談
な
ど
を
実
施
。
町
民
の

健
康
保
持
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

⑤
活
発
で
豊
か
な

　

学
び
の
ま
ち
づ
く
り

　

各
種
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

実
施
し
、
町
民
の
方
々
に
幅
広
い

学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
施
設
を
充

実
し
、
教
育
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

◆
主
な
事
業

�テ
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

の
委
託

　

文
化
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た
鑑

賞
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
延

鑑
賞
者
数
は
２
、
４
２
９
名
。

�ト
 

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査

　

中
条
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
の

試
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

�ナ
 

義
務
教
育
施
設
整
備
事
業

　

信
条
小
学
校
の
駐
車
場
整
備

や
小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
整

備
な
ど
を
実
施
し
、
教
育
環
境

の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

⑥
一
体
と
な
っ
て

　

進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
住
民
へ
の
広
報
広
聴
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
、
各
種
お
祭
り

を
支
援
し
ま

し
た
。

◆
主
な
事
業

�ニ
 

各
種
お
ま

つ
り
へ
の

助
成

決 算 額当初予算

３億９，５０９万円３億９，０３８万円�ス 

１億２，２７９万円１億４，４００万円�セ 

３，０４４万円３，０４４万円�ソ 

２，０７４万円２，３９１万円�タ 

２，８６０万円３，８８８万円�チ 

４，７６９万円４，２２３万円�ツ 

決 算 額当初予算

９９７万円１，０００万円�テ 

１５７万円４４６万円�ト 

３，２０４万円１，５２０万円�ナ 
決 算 額当初予算

５００万円 ５００万円�ニ 

�シ 県営ほ場整備事業（信条地区）

�シ 県営ほ場整備事業（信条地区）�ア 町道小沼・中条新田線道路改良

�ナ 義務教育施設整備事業
　（信条小学校駐車場）

至分水至分水�

至新潟至新潟�信
濃
川

信
濃
川�

北
陸
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道�

信
越
本
線

信
越
本
線�

上
越
新
幹
線

上
越
新
幹
線�

国
道
国
道
8
号�

至与板至与板�

●町役場●町役場�

押切駅押切駅�

至長岡至長岡�

見附駅見附駅�

至分水�

至新潟�

信
濃
川�

北
陸
自
動
車
道�

信
越
本
線�

上
越
新
幹
線�

国
道
8
号�

至与板�

●町役場�

国道４０３号
�

押切駅�

至長岡�

見附駅�

●�

●�
●�

●�
●�

●�

広
域
農
道�

一般農道�

�シ 県営ほ場整備事業（信条地区）

�セ サンパルコなかのしまの増改築

�ウ 町道の融雪施設整備（大口）�ス 総合子育て支援施設の整備

平
成　

年
度
の
主
な
事
業
（
一
般
会
計
）

１２

広報なかのしま ２００１．１０月号 �

①
魅
力
あ
る
快
適
な

　

ま
ち
づ
く
り

　

道
路
や
河
川
な
ど
の
改
良
や
整

備
、
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
公

園
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
主
な
事
業

�ア
 

町
道
小
沼
・
中
条
新
田
線
道
路

改
良

　

約
６
４
０
㍍
の
道
路
拡
幅
を

行
い
、
通
行
の
利
便
性
を
高
め

ま
し
た
。

�イ
 

町
道
の
新
設
改
良

　

幹
線
道
路
や
集
落
内
道
路
を

整
備
し
、
快
適
な
交
通
環
境
の

整
備
に
努
め
ま
し
た
。

�ウ
 

町
道
の
融
雪
施
設
整
備
（
補
助

事
業
含
む
）

　

町
道
の
消
雪
パ
イ
プ
敷
設
へ

の
補
助
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

�エ
 

押
切
駅
前
公
園
の
整
備

②
し
あ
わ
せ
で
暮
ら
し

　

や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

公
共
下
水
道
の
整
備
や
ご
み
・

し
尿
処
理
を
実
施
。
清
潔
で
美
し

い
環
境
の
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
町
消
防
団
の
消
防
施
設
の

整
備
・
更
新
を
図
り
、
消
防
体
制

の
一
層
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
ま

し
た
。

◆
主
な
事
業

�オ
 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

　

公
共
下
水
道
の 
管  
渠 
工
事
な

か
ん 
き
ょ

ど
を
進
め
る
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
繰
出
金
を
支
出
し
ま
し
た
。

�カ
 

三
島
郡
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
負

担
金
（
ご
み
・
し
尿
処
理
）

�キ
 

廃
棄
物
収
集
委
託

　

平
成　

年
度
の
一
般
廃
棄
物

１２

の
収
集
量
は
２
、７
６
９

㌧
。

資
源
ご
み
の
収
集
量
は
３
６
８

㌧
で
し
た
。

�ク
 

与
板
郷
消
防
斎
場
事
務
組
合
負

担
金

�ケ
 

各
種
消
防
施
設
な
ど
の
整
備

　

防
火
水
槽
や
消
防
ポ
ン
プ
格

納
庫
の
建
設
、
サ
イ
レ
ン
塔
の

立
て
替
え
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

③
活
力
と
調
和
の
と
れ
た

　

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

各
種
農
業
基
盤
整
備
事
業
を
実

施
。
農
業
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、

中
之
島
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
体
力
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

◆
主
な
事
業

�コ
 

広
域
農
道
整
備
事
業
地
元
負
担

金

　

道
路
舗
装
や
刈
谷
田
川
に
か

か
る
橋
（
中
栄
大
橋
）
の
設
計

を
実
施
し
ま
し
た
。

�サ
 

県
営 
湛  
水 
防
除
事
業
地
元
負
担

た
ん 
す
い

金
（
中
之
島
・
大
沼
地
区
）

　

排
水
路
や
大
沼
排
水
機
場
の

整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

�シ
 

県
営
ほ
場
整
備
事
業
地
元
負
担

金
（
中
条
・
信
条
・
見
附
・
中

之
島
中
部
・
中
之
島
南
部
）

　

各
地
区
に
お
い
て 
暗  
渠 
排
水

あ
ん 
き
ょ

工
事
や
区
画
整
理
、
揚
水
機
場

の
整
備
、
換
地
設
計
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

④
手
を
た
ず
さ
え
あ
う

　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

中
野
地
区
に
総
合
子
育
て
支

援
施
設
を
建
設
。
お
母
さ
ん
方

が
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
手
狭
に
な
っ
た
サ
ン
パ

ル
コ
な
か
の
し
ま
を
増
改
築
。

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険

制
度
と
合
わ
せ
、
福
祉
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

◆
主
な
事
業

�ス
 

総
合
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備

　
　

今
年
４
月
に
開
設
し
、
９
月

末
日
現
在
で
み
ず
ほ
保
育
所
に

　

名
入
所
。
み
ず
ほ
児
童
館
の

６７利
用
者
数
は
延
１
、８
８
４
名
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
数
は
延
３
、９
９
２
名
で
す
。

�セ
 

サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま
の
増

改
築

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
定
員

を
１
日　

名
か
ら
８
名
増
員
し
、

１８

　

名
に
。
昨
年
の　

月
か
ら
利

２６

１１

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

�ソ
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助

　

心
配
ご
と
相
談
所
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

決 算 額当初予算

５，０００万円５，０００万円�ア 

１億１，５００万円１億１，５００万円�イ 

８，３２５万円２，５００万円�ウ 

１，１６８万円７００万円�エ 

決 算 額当初予算

３億１，９４８万円２億９，０５２万円�オ 

３億４，６７１万円３億４，６５３万円�カ 

２，７０５万円２，９２０万円�キ 

１億３，２２１万円１億３，２２１万円�ク 

３，３４５万円３，３８４万円�ケ 

決 算 額当初予算

６８７万円１，６２５万円�コ 

２，１２２万円４，２０８万円�サ 

１億２，１２３万円２億７，８７６万円�シ 
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十
月
二
十
八
日
�
は
、「
中
之

島
町
長
選
挙
」
の
投
票
日
で
す

（
告
示
日
は
、
十
月
二
十
三
日

�
。）。

　

選
挙
は
、
わ
た
く
し
た
ち
が
政

治
に
参
加
す
る
最
も
基
本
的
で
重

要
な
機
会
で
す
。
大
切
な
一
票
を

「
棄
権
」
し
な
い
で
、
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
日
時
／
十
月
二
十
八
日
�

　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

●
投
票
所
／
左
表
の
と
お
り

●
投
票
で
き
る
方
／
昭
和
五
十
六

年
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
生
ま

れ
で
、
平
成
十
三
年
七
月
二
十

二
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
中
之

島
町
に
住
所
を
有
す
る
方
（
住

民
基
本
台
帳
登
録
者
）

●
投
票
用
紙
／
あ
ら
か
じ
め
候
補

者
全
員
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
投
票
し
た
い
人

の
氏
名
の
上
の
欄
に
ゴ
ム
印
で

「
○
」
印
を
押
印
し
て
投
票

（
不
在
者
投
票
は
記
名
式
）

●
不
在
者
投
票

○
期
間
／
十
月
二
十
三
日
�
〜
二

十
七
日
�

○
時
間
／
午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
八
時

○
投
票
所
／
中
之
島
町
役
場　

一

階　

小
会
議
室

●
そ
の
他
／
指
定
病
院
な
ど
か
ら

の
不
在
者
投
票
や
体
の
不
自
由

な
方
の
郵
便
投
票
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
八
日
�
は

中
之
島
町
長
選
挙
の

投
票
日
で
す

　
　

●
問
い
合
わ
せ
先
●　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
六
一

－

二
〇
一
〇

明るい選挙のイメージキャラクター
選挙のめいすいくん

「みんなの一票　大切に！」

投票所一覧

投　　票　　所投　票　区

町 民 文 化 セ ン タ ー第 １ 投 票 区

上 通 小 学 校第 ２ 投 票 区

中 通 公 民 分 館第 ３ 投 票 区

サ ン パ ル コ な か の し ま第 ４ 投 票 区

中 条 保 育 所 ・ 児 童 館第 ５ 投 票 区

信 条 保 育 所第 ６ 投 票 区

三 沼 公 民 分 館第 ７ 投 票 区

西 所 公 民 分 館第 ８ 投 票 区

　

こ
の
た
び
、
吉
村
澄
男
さ
ん

（
中
野
中
）
が
「
全
日
本
交
通

安
全
協
会
長
表
彰
交
通
栄
誉
章

〈
緑
十
字
銅
章
〉」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
吉
村
さ
ん
が
昨
年

九
月
末
日
に
退
職
さ
れ
る
ま
で

の
二
十
二
年
間
、
町
交
通
指
導

員
と
し
て
交
通
安
全
意
識
の
啓

発
活
動
に
尽
力
。
さ
ら
に
、
優

秀
運
転
者
と
し
て
、
自
ら
安
全

運
転
の
実
践
に
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

吉
村
澄
男
さ
ん
が
〔
全
日
本
交
通

安
全
協
会
長
表
彰
交
通
栄
誉
章

〈
緑
十
字
銅
章
〉〕
を
受
賞

吉村　澄男 さん
（中野中）

　

駒
形
所
長
の
異
動
に
伴
い
、

八
月
二
十
七
日
付
け
で
、
役
場

前
住
宅
団
地
内
に
あ
る
中
之
島

交
番
の
新
所
長
に
竹
田
警
部
補

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
竹
田
警
部
補
の
ご
あ
い
さ
つ

　

警
察
官
に
な
っ
て
二
十
二
年

半
に
な
り
ま
す
が
、
中
之
島
町

は
初
め
て
で
、
地
理
を
勉
強
中

で
す
。

　

九
月
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

連
続
死
亡
事
故
記
録
が
と
ぎ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

私
の
在
任
中
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
田
警
部
補
が
中
之
島
交
番
の

新
所
長
に
着
任竹田 中之島交番所長

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命

　

田
中
敏
夫
氏
（
七
十
四
歳
・
押

切
駅
前
）
の
教
育
委
員
会
委
員
へ

の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

字
の
変
更
に
つ
い
て

　

西
所
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

高
生
産
性
大
区
画
（
低
コ
ス
ト
）

ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
、
字
を
整

理
。
地
区
内
の
大
字
名
が
「
西

所
」
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
改
正

　

税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

上
通
小
学
校
校
舎
増
築
建
築
本

体
工
事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

○
契
約
方
法
／
指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額
／
六
、
九
七
二
万
円

○
工
事
者
名
／
植
木
・
松
井
・
丸

寅
特
定
共
同
企
業
体

平
成
十
二
年
度

各
会
計
決
算

　

一
般
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
及
び

介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
、
六
〜
八
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

九
月
町
議
会
報
告

平
成
十
二
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
や

平
成
十
三
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
十
二
議
案
を
可
決

　

九
月
定
例
議
会
が
九
月
十
八
日
�
か
ら
開
会
さ
れ
、
二
十
六
日
�
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
平
成
十
二
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
や
平
成
十
三
年
度
各
会

計
補
正
予
算
案
な
ど
十
二
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度

各
会
計
補
正
予
算

○
一
般
会
計

　

一
億
四
、
〇
三
七
万
八
千
円
を

追
加
、
総
額
五
三
億
二
、
七
七
五

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

補
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
△
は
減
額
。）。

〔
歳
入
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
市
町
村
民
税 

二
、
五
二
五

・
地
方
特
例
交
付
金 

九
七
五

・
地
方
交
付
税 

二
、
四
九
〇

・
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金

 

五
三
六

・
繰
越
金 

三
、
三
二
七

・
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
債

 

四
、
五
〇
〇

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
町
例
規
集
及
び
法
規
追
録
代

 

五
三
〇

・
県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業

費
補
助
金 

五
三
六

・
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
経
営

確
立
支
援
補
助
金 

六
八
五

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金 

△　

五
四
八

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
請
負
費

 

一
、
〇
〇
〇

・
町
道
融
雪
施
設
工
事
費
補
助
金

 

一
、
四
六
〇

・
道
路
新
設
改
良
物
件
等
補
償
料

 

五
、
〇
〇
〇

・
中
通
分
館
増
改
築
工
事
請
負
費

 

二
、
六
三
〇

・
町
債
年
次
償
還
金
利
子

 

△　

五
三
六

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

一
、
二
一
六
万
六
千
円
を
追
加
、

総
額
七
億
三
、
〇
四
四
万
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
△
は
減

額
。）。

〔
歳
入
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
一
般
会
計
繰
入
金

 

△　

五
四
八

・
下
水
道
事
業
債 

七
二
〇

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
建
設
発
生
土
搬
出
工
事
請
負
費

 

一
、
〇
〇
〇

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

四
九
万
四
千
円
を
追
加
、
総
額

五
億
一
、
一
二
〇
万
二
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

請
願
（
採
択
分
の
み
）

○　

中
条
駐
在
所
の
存
続
を
求
め

る
請
願

○　

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸
入

制
限
措
置
）
の
本
格
発
動
と
品

目
拡
大
を
求
め
る
請
願

田中　敏夫 氏
（押切駅前）



　一定の面積以上の土地取引の契約締結後

��広報なかのしま ２００１．１０月号

１０月は「土地月間」 活 かして使おう。大切な土地を　 土地は、みんなの財産です 。い

■１国土利用計画法のねらい
　37 万�の日本の国土は、生活と生産を行う活動の基盤

としてわたしたちが祖先から受け継ぎ、次代に伝えていか

なければならない大切な資源です。わたしたちは、狭いな

がらも豊かな自然に恵まれたこの国土を大切に、しかも有

効に利用していかなければなりません。

　国土利用計画法はこのために制定された法律で、土地の 

投機的取引や地価の高騰を抑制し、乱開発などを未然に防

止するため、土地取引について届出制を設けています。一

定面積以上の土地取引を行ったら、この法律により、２週

間以内に都道府県知事（市町村長を経由）に届け出なけれ

ばならないことになっています。

■２届け出の必要な土地
　一定面積以上の土地について売買などの取引をする場合は、事後に届け出が必要です。

�イ  市街化区域

2,000㎡以
上

�ロ  �イ を除く都市計画区域

5,000㎡以
上

�ハ  都市計画区域以外の区域

10,000㎡以
上

届 け 出 の 必 要 な 土 地

合計すると一定面積以上になる一団の土地を分割して買う場合は、届け出が必要です。

分割された一団の土地の一部を取得する場合は、届け出は不要です。

〔一団の土地〕

（イ＋ロ＋ハ＋ニ）≧一定面積

 イ� ロ�

ハ� ニ�

届け出が不要

（い＋ろ＋は＋に）≧一定面積

い� ろ�

は� に�

届け出が必要

●売買　●代物弁済　●交換　●共有持分の譲渡　●営業譲渡　●地上権、貸借権の設定、譲渡
●譲渡担保　●予約完結権、買戻権などの譲渡　※これらの取引の予約である場合も、届け出が必要です。

売る人　　（土地）　　買う人

甲さん　　　�い 
乙さん　　　�ろ 

Ａさん
丙さん　　　�は 
丁さん　　　�に 

売る人　　（土地）　　買う人

�イ 　�Ａさん
�ロ 　�Ｂさん

甲さん
�ハ 　�Ｃさん
�ニ 　�Ｄさん

▼

▼

▼ ▼

▼ ▼

■３手続きなど
ア　事後届出制

　一定面積以上の土地について、売買などの取引をし

た場合には、契約締結後、２週間以内に土地の権利取

得者が土地の利用目的、取引価格などを都道府県知事

に届け出なければなりません。

イ　利用目的に関する助言・勧告など

　都道府県知事は、適正かつ合理的な土地利用を図る

ため、土地の利用目的に関し、必要な助言・勧告など

を行うことができます。

手続きの流れ

一定面積以上の土地について売買などの

契約を締結したもののうち権利取得者

（契約締結後２週間以内）

都道府県知事に届け出（市町村長経由）

利用目的について審査

（必要に応じ助言）

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

不勧告

従わないとき

勧　告

公　表

従うとき

■４遊休土地制度
　届け出をして取得した土地が２年たっても利用されていない

場合、都道府県知事はその土地の有効かつ適切な利用を促進す

るため、その土地を「遊休土地」に指定し、所有者などに通知

することがあります。この通知を受けたときには、その土地の

利用や処分の計画を都道府県知事に届け出なければなりません。

　都道府県知事は、この届け出を受けて、その土地の積極的な

利用のために必要な助言や勧告をします。

■５届け出をしないと…
　法律で罰せられます。

　届け出をしないで土地取引をしたり、偽りの届け出をしたり

すると、６カ月以下の懲役または１００万円以下の罰金に処せら

れることがあります。

地価公示と地価調査制度

　地価の高騰を防ぎ、土地取引価格の目安とするため、調

査地点を設定し、年１回一定の期日に正常な土地価格を公

表する制度があります。それが、国の行う「地価公示」と

県の行う「地価調査」です。どちらも一般の土地取引や公

共用地の取得価格の算定など、信頼度の高い指標を皆さん

へ提供するための制度です。

　■公示価格（地価公示）〈平成１３年１月１日現在・（ ）内は上昇率〉

　　◎中之島－１　中之島字腰巻６６５９番

　　　（市街化区域・第一種住居地域） … ４０，０００円／㎡（１．３％）

　　◎中之島－２　猫興野字村浦１０１番７

　　　（市街化区域・第一種住居地域） … ２７，５００円／㎡（２．２％）

　　◎中之島１０－１　中条字宮村丙５０２番

　　　（市街化調整区域）  …………………１０，８００円／㎡（０．０％）

　■標準価格（地価調査）〈平成１３年７月１日現在〉

　　◎中之島（県）－１　中之島字腰巻４６９番

　　　（市街化区域・第一種住居地域）  …………４２，０００円／㎡

　　◎中之島（県）－２　中之島字藤山４００５番１５

　　　（市街化区域・第一種住居地域）  …………４１，０００円／㎡

　　◎中之島（県）－３　大曲戸新田字村下６２４番７

　　　（市街化区域・第一種住居地域）  …………４３，８００円／㎡

　　◎中之島（県）１０－１　高畑字屋敷付５２７番外３筆

　　　（市街化調整区域）  …………………………１３，５００円／㎡

2週間以内に届け出を
～問い合せ先～ 企画課（�61－2011）

不勧告（あっせんなど）



��広報なかのしま ２００１．１０月号

“夢”
たくす
新世紀

立町（村）１００周年
記念事業

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成　
１４

年
度
の
町
立
保
育
所
の
入
所
申
込

の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
入
所

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

お
早
目
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
入
所
申
込
書
」
は
各

保
育
所
及
び
保
健
福
祉
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

○
入
所
の
基
準
／
児
童
の
保
護
者

の
い
ず
れ
も
が
当
該
児
童
を
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
、
同
居
親
族
そ
の
他
の

方
も
保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

○
入
所
す
る
保
育
所
／
①
在
住
す

る
地
区
の
保
育
所
へ
の
入
所
が

基
本
②
希
望
す
る
保
育
所
を
選

択
す
る
こ
と
も
可
能
③
定
員
を

超
え
る
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

場
合
は
、
他
の
保
育
所
へ
の
入

所
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
入
所
対
象
児
／
町
内
在
住
の
住

民
登
録
者
で
、
平
成　

年
度
に

１４

小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児

○
受
付
期
限
／　

月　

日
�

１０

３１

○
受
付
場
所
／
入
所
を
希
望
す
る

保
育
所（
第
一
希
望
の
保
育
所
）

○
入
所
の
決
定
方
法
／
「
入
所
申

込
書
」
に
基
づ
き
、
各
家
庭
の

状
況
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
選

考
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決
定

○
入
所
の
決
定
／
各
家
庭
へ
「
入

所
承
諾
書
」
を
送
付

○
各
保
育
所
の
定
員
／
左
表
の
と

お
り

○
問
い
合
わ
せ
先
／
最
寄
り
の
保

育
所
、
保
健
福
祉
課
（
�　

－６１

２
０
１
６
）

　町民文化センターでは、次の

とおり「第４９回町内一周駅伝競

走大会」の参加チームを募集し

ています。

　なお、今大会は立町（村）１００

周年を記念して、町外からの招

待チームが多数参加する予定で

す。

　多数のチームからの参加をお

待ちしています。

◆日時／１１月３日�　午前９時

役場前スタート

◆コース／左図のとおり

◆チーム編成／町民及び町内事

業所などに勤務している方で

編成し、選手８名、補員２名

以内

◆部門／一般（高校生以上）、

中学生、女子

◆申込方法／１０月１９日�までに

問い合わせ先へ申込書を提出

立町（村）１００周年記念
第４９回

町内一周駅伝競走大会
参加チーム募集中

信
越
本
線

信
越
本
線�

信
越
本
線�

第５中継所�
信条小学校前�

第６中継所�
三沼分館前�

第４中継所�
町北体育館前�

第３中継所�
末宝神社前�

第２中継所�
中通交差点�

第７中継所�
西所スクールバス車庫前�

ゴール地点�
町農村環境改善センター前�

スタート地点�
町役場前�

第１中継所�
曽我亀商店前�

第５区（3.8km）�

第４区（4.1km）�

第３区（３.８km）�

第２区（３第２区（３.５kmkm）�第２区（３.５km）�

第１区（３第１区（３.４kmkm）�第１区（３.４km）�

第８区（３第８区（３.１kmkm）�第８区（３.１km）�

第７区（３第７区（３.０kmkm）�第７区（３.０km）�

第６区（２第６区（２.６kmkm）�第６区（２.６km）�

申込及び　　
問い合わせ先

町民文化センター

�66－1310
〔 〕

平
成　

年
度

１４

「
保
育
所
の

入
所
申
請
」
を

受
付
中

定　員
（うち３歳未満児）

保育所名

１５０名　（１５名）中之島保育所

１３０名　（１３名）上通保育所

７５名　（１５名）みずほ保育所

４５名　（ ５名）中条保育所

９０名　（ ９名）信条保育所

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

　

九
月
十
九
日
�
、
中
之
島
中
央

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

町
内
三
小
学
校
の
五
・
六
年
生
に

よ
る
「
親
善
陸
上
大
会
」
が
開
催
。

子
ど
も
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
。
上
位
三
位
ま
で
掲

載
。）。

町
内
小
学
校
親
善

町
内
小
学
校
親
善

陸
上
大
会
の
結
果

　

陸
上
大
会
の
結
果

リ
レ
ー
で
優
勝
し
た
皆
さ
ん

▲５年男子 ▲５年女子
６年男子▼ ６年女子▼

３　　　位２　　　位１　　　位
種　　　目性

別
学
年 学 校 名氏　名学 校 名氏　名記　録学 校 名氏　 名

中之島中央小横山　 智英上 通 小佐藤　 成也１５秒０中之島中央小中島　　 淳１００ ｍ 走

男　
　
　

子５　
　

年　
　

生

信 条 小金安　 和英上 通 小堀　　 将吾１６秒５中之島中央小大竹　 勇輔８０ｍハードル

中之島中央小星　　 憲幸上 通 小土田　 拓人３ｍ４６㎝上 通 小堀　　 将吾走 り 幅 跳 び

中之島中央小中島　 広幸中之島中央小横山　 智英１ｍ５㎝信 条 小�橋　 知弘走 り 高 跳 び

中之島中央小野本　 勇樹信 条 小佐藤　 陽介６分７秒３中之島中央小大竹　 勇輔１，５００ ｍ 走

中之島中央小
Ｂ チ ー ム

武 石 ・ 星
中島・間野

中之島中央小
Ａ チ ー ム

大竹・山田
藤田・横山１分５秒２上 通 小佐 藤 ・ 堀

荒川・永田４００ｍリレー

中之島中央小佐々木真央中之島中央小大平　　 愛１５秒７上 通 小塩入由希子１００ ｍ 走

女　
　
　

子

中之島中央小池上　 瑠夏中之島中央小樋山　　 泉１７秒３中之島中央小大平　　 愛８０ｍハードル

中之島中央小中島　　 愛信 条 小加藤　 美緒２ｍ９０㎝中之島中央小大桃みのり走 り 幅 跳 び

中之島中央小�橋真利菜上 通 小山�　　 結１ｍ６㎝中之島中央小本間　 杏里走 り 高 跳 び

信 条 小大倉えりか中之島中央小稲庭　　 梓３分１３秒６上 通 小佐藤真里奈８００ ｍ 走

中之島中央小
Ｂ チ ー ム

山田・中島
佐藤・樋山上 通 小塩入・日山

西片・佐藤１分６秒９中之島中央小
Ａ チ ー ム

五十嵐・滝沢
佐々木・大平４００ｍリレー

信 条 小鈴木　 裕也上 通 小井上　 隆司１４秒２中之島中央小若林　 富広１００ ｍ 走

男　
　
　

子６　
　

年　
　

生

中之島中央小�槻　 大輔上 通 小井上　 隆司１５秒１信 条 小五十嵐孝一８０ｍハードル

中之島中央小船津　 亮介中之島中央小�槻　 大輔４ｍ２９㎝中之島中央小若林　 富広走 り 幅 跳 び

中之島中央小荒川　 博行中之島中央小杉本　 武士１ｍ１８㎝信 条 小五十嵐孝一走 り 高 跳 び

中之島中央小滝沢　 雄太中之島中央小田辺　 雄也５分３５秒７信 条 小鈴木　 裕也１，５００ ｍ 走

中之島中央小
Ｃ チ ー ム

西田・�槻
山田・田辺

中之島中央小
Ａ チ ー ム

大竹・若林
山田・船津１分２秒９信 条 小鈴木・大倉�正 

大倉�祐 ・五十嵐４００ｍリレー

中之島中央小菊池　 真衣上 通 小山�　 真帆１５秒２中之島中央小中島　 由季１００ ｍ 走

女　
　
　

子

中之島中央小松澤　 佳奈信 条 小�山真理子１６秒１中之島中央小今泉　 夏実８０ｍハードル

中之島中央小渡邉　　 希上 通 小山�　 真帆３ｍ４７㎝中之島中央小今泉　 夏実走 り 幅 跳 び

上 通 小吉田　 彩夏中之島中央小中島　 由季１ｍ１３㎝信 条 小松澤　 玲美走 り 高 跳 び

信 条 小小林　 瑛実中之島中央小今泉　 奈々３分１秒９上 通 小韮澤由貴栄８００ ｍ 走

信 条 小小黒・松澤�裕 
松澤�玲 ・小林上 通 小山�・荒川

原 ・ 吉 田１分４秒８中之島中央小
Ａ チ ー ム

今泉・中島
菊池・羽賀４００ｍリレー
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まちの　　　　　　 をお寄せください。・�
企画課　　６１－２０１１�

消防士さんのお仕事をお勉強 みずほ保育所・与板郷消防署見学
　９月１９日�、みずほ保育所の幼児３５名が与板郷

消防署を見学しました。

　子どもたちは、救急車の中や消防車の装備を珍

しそうに見ながら消防士の方の説明に熱心に耳を

傾けていました。また、１１９番の電話をかけるとき

は、名前や場所をあわてないでゆっくりと話すよ

うにと教わりました。

家族で昔話などを楽しむ おはなしこんさーと

　９月２３日�、町民文化センターを会場に『おはなしサークル

つくしんぼ』の方々による「おはなしこんさーと」が開催され

ました。

　会場には親子連れなど約１５０名の皆さんが来場。日本の昔話

を「大型紙芝居」や「人形劇」などで楽しみました。また、中

之島中学校の１年生８名は、小学校時代に集めた、中之島町各

地域に伝わる昔話を朗読しました。

〔
越
後
オ
ペ
ラ

「
み
る
な
の
座
敷
」〕
に

無
料
ご
招
待
し
ま
す

　

長
岡
地
域　

市
町
村
で
は
毎
年
共
同

１３

で
、
中
学
１
年
生
を
対
象
と
し
た
「
音

楽
鑑
賞
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
会
場
席
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
と
お
り
、
圏
域
内
に
お

住
ま
い
の
一
般
住
民
の
方
を
無
料
で
ご

招
待
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／　

月　

日
�　

午
前　

時　

１１

１４

１０

１５

分
〜　

時　

分

１１

３０

◆
会
場
／
長
岡
市
立
劇
場
（
長
岡
市
役

所
隣
）

◆
内
容
／
越
後
オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座

敷
」
ハ
イ
ラ
イ
ト
版

◆
対
象
者
及
び
募
集
人
員
／
一
般
町
民

（
未
就
学
児
は
除
く
）　
　

名
３０

◆
応
募
期
限
／　

月
２
日
�

１１

◆
応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り
左

記
へ
申
込
（
返
信
面
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
こ
と
）

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先
／
中
之
島

町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
推

進
課
（
〒
９
５
４－

０
１
２
４　

中

之
島
町
大
字
中
之
島
３
８
０
７
番
地

３　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

中学生による昔話の朗読大型紙芝居 会場で指人形づくり

指人形「おむすびころりん」

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

各種大会結果
（敬称略。本町関係分のみ。☆：優勝、◎：準優勝、

○：第３位。）

第２１回県スポーツ少年団総合体育大会・

剣道大会

（開催日：８月２６日�。会場：中条町体

育館）

■団体戦　◇中学生男子の部　◎：上通剣士会　◇中学生女子の部　☆：上通剣士会　■個人戦　◇

中学生男子の部　☆：北原　優太郎（剣友会中之島）、○：山�　泰司（剣友会中之島）　◇：中学生

女子の部　☆：阿部　幸恵（上通剣士会）、○：渡邉　あゆみ（上通剣士会）

第２０回野球連盟杯争奪トーナメント大会

（開催日：９月４日�～２７日�、会場：町野球場）

☆：中条球友、◎：下沼エンジェルス、○：大門地クラブ、中之島ジャガーズ

他市町村の中学生と交流 中学女子バレーボール指導者講習会兼合同練習会
　９月２日�、中之島中学校体育館において「中

学女子バレーボール指導者講習会兼合同練習会」

が開催されました。

　これは長岡地域の１３市町村が、スポーツ振興と

地域の交流を目的として毎年、圏域内の市町村を

巡回して催されています。今年は、中之島町で実

施され、約１８０名の選手や指導者が参加しました。

立
町（
村
）１
０
０
周
年
記
念
誌

〔
中
之
島
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
〕を

販
売
し
ま
す

　

こ
の
た
び
町
で
は
、
立
町
（
村
）
１

０
０
周
年
を
記
念
し
た
冊
子
「
中
之
島

一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
を
製
作
。　

月
１０

上
旬
に
町
内
の
全
世
帯
へ
配
付
し
ま
し

た
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
希
望
さ
れ

る
方
に
販
売
し
ま
す
の
で
、
ご
親
戚
や

ご
友
人
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
中
之
島
会
の
会
員
の
方

々
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ご
案
内
し
、

申
し
込
み
の
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

◆
金
額
／
１
冊
１
、
３
０
０
円
（
消
費

税
及
び
送
料
含
む
）

◆
申
込
期
限
／　

月　

日
�

１０

３１

◆
申
込
方
法
／
左
記
申
込
先
へ
電
話
に

よ
り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後

日
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

◆
送
付
時
期
／　

月
上
旬
〜
中
旬

１１

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課

（
�　

－

２
０
１
１
）

６１

野球連盟杯優勝の『中条球友』

立町（村）１００周年記念誌
〔中之島一〇〇年のあゆみ〕
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■
ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご

協
力
を

　

ガ
ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
近
辺
に
障

害
物
が
あ
る
な
ど
、
検
針
業
務
に
支
障

の
あ
る
ご
家
庭
が
あ
り
ま
す
。
正
確
な

検
針
を
行
う
た
め
に
、
メ
ー
タ
ー
の
近

辺
に
植
木
鉢
や
タ
イ
ヤ
な
ど
を
置
い
た

り
、
ペ
ッ
ト
を
係
留
し
た
り
し
な
い
よ

う
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

�
見
附
市
ガ
ス
水
道
局
（
�　

－

１
７

６２

０
０　

内
線
２
０
５
）

■
「
計
画
外
流
通
米
」
の
販
売
に
は
届

け
出
が
必
要
で
す

　

米
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
。
生
産
者
が

米
を
消
費
者
や
販
売
業
者
な
ど
に
直
接

販
売
す
る
場
合
、
食
糧
法
に
よ
り
新
潟

食
糧
事
務
所
へ
あ
ら
か
じ
め
届
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
届
け
出
用
紙
は
、

農
協
や
町
産
業
課
な
ど
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
新
潟
食
糧
事
務
所
燕
支
所
（
�
０
２

５
６

－　

－

６
０
１
３
）

６１

■
「
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
ご
相
談
を

　

�
日
本
損
害
保
険
協
会
新
潟
支
部
で

は
、「
新
潟
自
動
車
保
険
相
談
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
。
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た

と
き
な
ど
の
自
賠
責
保
険
や
自
動
車
保

険
の
内
容
、
保
険
金
請
求
手
続
き
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

○
電
話
相
談　

�
月
〜
金
曜
日　

午
前

９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後

３０

４
時　

分　

○
弁
護
士
相
談
（
予
約
制

４０

・
面
談
）　

�
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時　

�
無
料　

�
新
潟

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
�

０
２
５

－

２
２
５

－

１
８
５
１
）

問�問�

￥�

問�

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環

と
し
て
、「
町
民
茶
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
茶
席

券
を
販
売
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

�　

月
３
日
�　

午
前　

時　

分

１１

１０

３０

〜
午
後
２
時

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

２
階　

和
室

■
茶
席
券　

一
人
３
０
０
円

■
販
売
開
始
日　
　

月　

日
�

１０

１５

■
販
売
場
所　

町
民
文
化
セ
ン
タ

ー
　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
「
第　

回
ソ
フ
ト
バ
レ

１３

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
の
参
加
チ
ー
ム

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
チ
ー
ム
か
ら
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�　

月　

日
�　

午
前
９
時
〜

１１

１１

�
町
北
体
育
館

■
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
６
名

以
内

■
部
門　

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
女
子
、

男
女
混
合
、
ジ
ュ
ニ
ア

�　

月
５
日
�
ま
で
に
問
い
合
わ

１１
せ
先
へ
申
込
書
を
提
出

申�

　

世
の
男
性
の
皆
さ
ん
。
料
理
は
、

女
性
に
作
っ
て
も
ら
う
も
の
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「『
男
』

の
料
理
教
室
〈
基
礎
編
〉」
を
開
講

し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

�　

月　

日
�　

午
後
７
時
〜
９

１１

１４

時�
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

�
５
０
０
円

■
講
師　

本
間
誠
氏
（
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
コ
ッ
ク
長
）

�　

月
２
日
�
ま
で
に
電
話
に
よ

１１
り
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
込

￥�申�

〔
町
民
茶
会
〕
開
催

ぜ
ひ
ご
来
場
を

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

〔
第　

回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〕

１３
参
加
チ
ー
ム
募
集
中

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

〔『
男
』の
料
理
教
室〈
基
礎
編
〉〕

開
催　

ぜ
ひ
ご
参
加
を

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

母子保健事業の日程（１０月・１１月分）

対　　　象受 付 時 間内　　　容月　日

平成１２年３月・４
月生まれ

午後１時
～１時１５分１歳６カ月児健診１０月１６日�

午前９時３０分
～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

１０月１９日� 保育所入所前の
乳幼児と
その保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１３年１月・
２月生まれ

午前９時
～９時３０分育 児 相 談 会１０月２３日�

平成１３年１１月～
平成１４年４月
 分  娩 予定の初産の
ぶん べん

夫婦

午後６時４５分
～７時

パ パ マ マ 学 級
（１回目）１０月２４日�

パ パ マ マ 学 級
（２回目）１０月３０日�

午前９時３０分
～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

１１月２日� 保育所入所前の
乳幼児と
その保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１３年６月・
７月生まれ

午後１時３０分
～２時４ カ 月 児 健 診１１月６日�

午前９時３０分
～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

１１月１６日� 保育所入所前の
乳幼児と
その保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１０年１０月・１１
月生まれ

午後１時
～１時１５分３ 歳 児 健 診１１月２９日�

�町農村環境改善センター　�保健福祉課（�６１－２０１６）
※　母子手帳の発行は、このほかに保健福祉課の窓口で随時、受け付
けています。

問�

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

■
�
労
災
年
金
福
祉
協
会
「
過
労
死
等

相
談
」
実
施

　

�
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
次
の

と
お
り
「
過
労
死
等
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
る
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

�
毎
月
第
２
月
曜
日　

午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時　

�
�
労
災
年
金
福
祉
協
会
新

潟
労
災
年
金
相
談
室
（
新
潟
市
）　

�

無
料　

電
話
相
談
番
号　

０
１
２
０

－

６
０
３

－

１
１
４　

�
�
労
災
年
金
福

祉
協
会
新
潟
労
災
年
金
相
談
室
（
�
０

２
５

－

２
４
３

－

７
７
６
０
）

■
越
後
丘
陵
公
園　

月
イ
ベ
ン
ト

１１

　

越
後
丘
陵
公
園
で
は
、
次
の
と
お
り

　

月
の
公
園
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

１１○
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室　

�　
１１

月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

１１

１０

�
無
料　

内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
導
に
よ
り
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
を
体

験　

○
バ
ラ
講
習
会　

�　

月　

日
�

１１

２４

午
前　

時
〜
正
午　

�
無
料　

持
参
品

１０

せ
ん
定
ば
さ
み
、
皮
手
袋
（
貸
出
あ

り
）、
雨
具
な
ど　

内
容　

せ
ん
定
と

冬
じ
た
く
に
つ
い
て
（
講
習
と
実
地
作

業
）
�
い
ず
れ
も
当
日
会
場
に
て
受
付

�
越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
業
務

課
企
画
係
（
�　

－

８
０
０
１
）

４７

￥�

問�

￥�

￥�

申�

問�

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
今
年
度
の
自
主
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

�
及
び
内
容　

左
記
の
と
お
り

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
「『
小
杉
真
二
』
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
『
シ
ョ
パ
ン
物
語
』」

を
開
催
。
数
々
の
名
曲
を
残
し
た

作
曲
家
シ
ョ
パ
ン
の
青
年
期
か
ら

晩
年
に
か
け
て
の
曲
を
イ
ラ
ス
ト

の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
解
説
し
な

が
ら
、
そ
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�　

月　

日
�　

午
後
６
時　

分

１１

１０

３０

開
場
、
午
後
７
時
開
演

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

�
全
席
自
由　

大
人
１
、
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
、
０
０
０
円

（
チ
ケ
ッ
ト
は
発
売
中
）

￥�

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

（ ）
記号の説明

�とき　�ところ
�対象者　�費用
�申込方法
�問い合わせ先

￥�

申�

問�

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

�����������������������
����

催 し 物月　日

『小杉真二』ピアノコンサート

　『ショパン物語』（下段参照）
１１月１０日�

クリスマス・バロック名曲コンサート１２月１１日�

アニメ映画上映会１２月

『オスマン・サンコン』＆

　『ママドゥ』コンサート

平成１４年

２月９日�

『石原詢子』＆『上杉香織里』

　歌謡コンサート
３月３日�

※　上記の内容は予定ですので、変更する場合があります。

「『
小
杉
真
二
』ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

『
シ
ョ
パ
ン
物
語
』開
催

ぜ
ひ
ご
来
場
を

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６



��広報なかのしま ２００１．１０月号

■
理
容
店
、
美
容
店
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン

店
は
「
Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
」
で

　

Ｓ
マ
ー
ク
（
標
準
営
業
約
款
）
は
、

消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
の
た
め
に
厚

生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
理
容
店
、

美
容
店
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
店
頭

に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
Ｓ
マ
ー
ク
登
録

店
は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
賠
償

保
険
や
施
設
・
設
備
・
仕
事
・
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
に
つ
い
て
、
正
し
く
表
示
し

た
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

�
�
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（
�
０
２
５

－

２
８
３

－

５
９
０
０
）

問�

国
民
健
康
家
庭
表
彰

平
成　

年
度
は　

世
帯

13

38

　

国
民
健
康
保
険
で
は
こ
の
た

び
、
平
成　

年
度
の
「
健
康
家

13

庭
」
と
し
て　

世
帯
を
表
彰
。

38

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

表
彰
対
象
は
、
国
保
の
加
入

世
帯
で
昨
年
４
月
〜
今
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
、
一
度
も
お
医

者
さ
ん
に
か
か
ら
な
か
っ
た
健

康
家
庭
で
す
。
な
お
、
２
年
続

け
て
表
彰
さ
れ
た
ご
家
庭
が　
12

世
帯
も
あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
。
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
生
活
と
適
度
な
運
動

を
心
掛
け
、
健
康
づ
く
り
と
大

切
な
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

満
額
に
近
い
年
金
を

受
け
る
た
め
に

免
除
期
間
の
追
納
を

　

保
険
料
が
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
の
に
必
要
な
期
間

と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
と

き
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間

の
３
分
の
１
相
当
と
し
て
計
算

さ
れ
、
少
な
い
額
の
年
金
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
満
額
に
近
い

額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
国
民
年
金

の
免
除
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は
、　

年
以

10

内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
の

で
き
る
「
追
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
た
保
険
料

に
つ
い
て
追
納
す
る
場

合
は
、
免
除
を
受
け
ず

に
納
付
し
た
方
と
の
負
担
の
公

平
を
図
る
た
め
、
一
定
の
額
を

加
算
し
た
額
で
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
今
年
度
中
に
納

め
る
場
合
は
、
左
表
の
と
お

り
。）。

　

ま
た
、
追
納
は　

年
以
内
の

10

学
生
納
付
特
例
期
間
、
免
除
期

間
の
順
に
、
先
に
経
過
し
た
古

い
免
除
月
か
ら
行
い
ま
す
。

　

よ
り
満
額
に
近
い
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、
免

除
を
受
け
た
期
間
の
あ
る
方
は
、

「
追
納
」
し
ま
し
ょ
う
。

国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課 �61－2014

厚生大臣認可�

平成１４年３月３１日までに
追納する場合の月額

追納額追納する期間

１３，６２０円平成３年４月～
平成４年３月分

１３，９１０円平成４年４月～
平成５年３月分

１４，２７０円平成５年４月～
平成６年３月分

１４，３００円平成６年４月～
平成７年３月分

１４，２９０円平成７年４月～
平成８年３月分

１４，２４０円平成８年４月～
平成９年３月分

１４，０４０円平成９年４月～
平成１０年３月分

１３，８３０円平成１０年４月～
平成１１年３月分

１３，３００円平成１１年４月～
平成１２年３月分

１３，３００円平成１２年４月～
平成１３年３月分

完成予定
年 月 日工事者名工事費工 事 名場　所

１３．１２．２１㈱ 興 和１７９
中之島環状
１号線軟弱地盤
解析業務委託

中 之 島

１４．３．２０
植木・松井
・丸寅特定
共同企業体

６，９７２
上通小学校
校舎増築
建築本体工事

灰島新田

１４．３．２０今泉設備㈱１，１８７
上通小学校
校舎増築
機械設備工事

灰島新田

１４．３．２０㈱宮下電設８４０
上通小学校
校舎増築
電気設備工事

灰島新田

���������������

万円

　　　現在演劇公演 グループる・ばる「昨日 今日 明日 ～ああ結婚～」
　　　●日時／１０月３０日�　午後７時開演
　　　●会場／長岡リリックホール・シアター
　　　●出演／松金よね子、岡本麗、田岡美也子
　　　●料金／全席指定３，０００円（当日５００円増）
　　　●連絡先／�市芸術文化振興財団 �２９－７７１１
………………………………………………………
　　　国指定重要無形民俗文化財～牛の角突き～
　　　●日時／１１月４日�　午後１時～
　　　●会場／小千谷闘牛場（小栗山）
　　　●料金／一般席１，０００円、特別席２，０００円（当日）など
　　　●連絡先／市商工観光課　�８３－３５１２
………………………………………………………
　　　演劇「作品名のヴァニティーズ」
　　　●日時／１１月３日�　午後６時３０分開演
　　　●会場／見附市文化ホール　アルカディア
　　　●出演／藤田朋子、藤谷美紀、松本紀保
　　　●料金／全席指定３，５００円（当日５００円増）
　　　●連絡先／市文化ホール　�６３－５３２１
………………………………………………………
　　　あぶらげまつり　こしひかりまつり
　　　●日時／１０月２８日�　午前１０時～午後３時
　　　●会場／ 杜  々  の森名水公園

と ど

　　　●内容／日本一の巨大あぶらげ製作、あぶらげのおいしい食べ方紹介など
　　　●連絡先／アトレとど　�５８－３０５０
………………………………………………………
　　　三島町産業まつり
　　　●月日／１１月３日�
　　　●会場／みしま中央会館駐車場ほか
　　　●内容／農林産物品評会、菊花展、秋の野菜販売、木工教室、出店特売市など
　　　●連絡先／町産業課 �４２－２２２１（内線２２３）
………………………………………………………
　　　八子 鳳  堂 （次郎）氏講演会「竹との出会い」

ほう どう

　　　●日時／１０月２８日�　午後１時３０分～
　　　●会場／和島村勤労福祉センター大体育館
　　　●料金／無料
　　　●内容／講演会、制作実演、作品展示
　　　●連絡先／村企画観光課　�７４－３１１１
………………………………………………………
　　　市町村合併を考えるシンポジウム～地方分権と市町村合併について～
　　　●日時／１０月２３日�　午後６時３０分～
　　　●会場／長岡リリックホール・シアター
　　　●料金／無料
　　　●内容／基調講演「地方分権と市町村合併」、パネ

ルディスカッション「市町村合併とまちづくり」
　　　●連絡先／長岡地域広域行政組合 �３７－６０６７

越後のまん中、夢発信基地

���������	
��

小
千
谷
市

長
岡
市

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

栃
尾
市

見
附
市

三
島
町

和
島
村

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
き
ら

め
き
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

�
及
び
内
容　

左
記
の
と
お
り

�
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

�
町
内
在
住
の
女
性

�
無
料

�　

月　

日
�
ま
で
に
問
い
合
わ

１０

２６

せ
先
へ
電
話
な
ど
に
よ
り
申
込

￥�申�

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
２
０

０
㍉
㍑
、
４
０
０
㍉
㍑
献
血
」
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

�　

月
７
日
�　

午
前
９
時　

分

１１

３０

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

�
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品　

献
血
手
帳

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
法
務

・
人
権
・
行
政
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�　

月　

日
�　

午
前　

時
〜
午

１０

２２

１０

後
３
時

�
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　

①
法
務
・
人
権
擁

護
相
談
（
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
上
の

ト
ラ
ブ
ル
、
近
隣
の
い
や
が
ら
せ
、

名
誉
・
信
用
の
侵
害
、
児
童
・
生

徒
間
の
い
じ
め
問
題
な
ど
）
②
行

政
相
談
（
国
の
行
政
機
関
、
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
特
殊
法
人
等
の
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
な
ど
）

■
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
吉
藤

晃
威
氏
（
人
権
擁
護
委
員
・
行
政

相
談
員
）、
星
野
昭
治
氏
、
久
保

朋
惠
氏
（
以
上
人
権
擁
護
委
員
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
次
の
と
お

り
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に
特
別

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

�
①
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に

戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
ま

た
は
、
同
日
以
降
じ
後
重
症
に
よ

り
第
５
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
等

と
な
ら
れ
た
方
の
妻
で
あ
っ
て
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
で
戦
傷

１３

病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
５
款
症
以

上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た

方
②
平
成
８
年
５
月
に
最
終
償
還

を
迎
え
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者

等
で
あ
る
夫
が
平
成
５
年
４
月
１

日
〜
平
成
８
年
９
月　

日
ま
で
の

３０

間
に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ

り
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た
方

■
支
給
内
容　

①
額
面　

万
円
の

１５

５
年
償
還
国
債
（
軽
症
者
半
額
）、

②
額
面
５
万
円
の
５
年
償
還
国
債

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

�
母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
、
両

親
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
（　

歳
１８

未
満
）
と
そ
の
養
育
者
。
な
お
、

父
か
母
が
重
い
障
害
を
持
っ
て
い

る
世
帯
も
対
象
。

■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
設　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
専

門
医
に
よ
る
「
精
神
保
健
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
（
予
約
制
。）。

�　

月　

日
�
、　

月　

日
�　

午
後

１０

１９

１１

２０

２
時
〜
４
時　

�
三
条
保
健
所　

�
無

料　

�
三
条
保
健
所
地
域
保
健
課
（
�

０
２
５
６

－　

－

２
３
６
３
）

３６

■
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
倶
楽

部
講
演
会
」
開
催　

ぜ
ひ
ご
来
場
を

　

社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉

会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
倶
楽
部
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

�　

月　

日
�　

午
後
１
時
〜
４
時　

１０

２０

３０

分　

�
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
長
岡

（
長
岡
市
）　

�
無
料　

演
題　
 
痴  
呆 

ち 

ほ
う

性
高
齢
者
の
ケ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

展
望　

�
介
護
老
人
福
祉
施
設
槇
山
け

や
き
苑
（
�　

－

２
５
０
０
）

２９

■
「
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会
」
開

設　

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
で
は
、
次

の
と
お
り
「
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

�　

月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
４

１０

２１

１０

時　

�
①
ま
る
よ
し
本
店
（
三
条
市
）

②
加
茂
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
③
見
附
市
中
央
公
民
館　

相
談
内
容

土
地
利
用
、
農
地
転
用
、
営
業
許
可
、

法
人
設
立
、
権
利
義
務
、
相
続
、
事
実

証
明
、
外
国
人
出
入
国
及
び
在
留
資
格

な
ど　

�
県
行
政
書
士
会
三
条
支
部
事

務
所
（
�
０
２
５
６

－　

－

８
６
７

３８

１
）

￥�

問�

￥�

問�問�

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

〔
き
ら
め
き
女
性
セ
ミ
ナ
ー
〕

受
講
生
募
集
中

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

きらめき女性セミナー日程
講　　　師内　　　容日　　　時回　数

吉沢医院院長
吉沢　浩志氏

１０年後の心とからだ
　生き生きと

１１月８日�
午後１時１５分～４時第１回

保健婦
百都　礼子氏

私らしく
　生きるために１１月１５日�

午後１時１５分～４時第２回

未　定元気ときれいのための
　リフレッシュ

保健婦
二瓶　武子氏

思春期の子どもとあなた
～子どものこころが見えますか～

１１月２４日�
午後１時１５分～４時第３回

2
0
0
㍉
㍑
、
4
0
0
㍉
㍑

献
血
に
ご
協
力
を

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

〔
法
務
・
人
権
・
行
政
相
談
所
〕

開
設　

お
気
軽
に
ご
相
談
を

■問
 

総
務
課　

�　

－

2
0
1
0

６１

■問
 

町
民
課　

�　

－

2
0
1
4

６１

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に

特
別
給
付
金
を
支
給

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１
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わ
た
く
し
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
み

ん
な
仲
良
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
フ
ン
イ
キ
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

気
の
合
う
仲
間
で
、
週
に
１
回

集
ま
っ
て
、
汗
を
流
し
な
が
ら
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
し
て
親

睦
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

経
験
の
な

い
方
で
も
大

歓
迎
し
ま
す

の
で
、
あ
な

た
も
楽
し
く

気
軽
に
、
練

習
へ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ク
ラ
ブ
員
全
員
で
待
っ
て
る
よ
。

睦（
む
つ
み
）会（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）　
　
　
 

サ
ー
ク
ル

紹
介

（

）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
サ

ー
ク
ル
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
�　

－

２
０
１
１
）へ

６１

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

　

１
０
１
歳

《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

大
久
保
房
子
（
中
野
中
）、
柳
橋

千
里
（
大
口
）、
樋
山　

恭
平
（
中

条
宮
村
）、
山
�　

美
穂
（
中
条

第
一
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　
　

月
２
日
�
に
「
開
設
式
」
が

１０
実
施
さ
れ
た
も
の
は
、
中
之
島
町

の
「
公
式
○
○
○
ペ
ー
ジ
」
で
す
。

　

○
の
中
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、　

月　

日
�
（
必

１０

２９

着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広
報
ク
イ
ズ

？�
■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ クイズの答え

○○○ページ

 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ

いてご意見・ご感想

をお聞かせください。

●●活動内容など●●

毎週木曜日　午後８時～10時活動日時

町北体育館活動場所

既婚女性（未経験者歓迎）対 象 者

特になし費 用

活動日においでくださるか、下記へご連絡く
ださい。入会方法

吉野　（�０２５８－６６－５２６４）連 絡 先

広報なかのしま ２００１．１０月号 ��

　広報なかのしま９月号で

ご紹介しましたが、中之島

町にＡＬＴ（英語指導助

手）として、アラン・ホー

ンさんがいらっしゃいまし

た。

　アランさんは、９月から

町内の各小・中学校で子ど

もたちに英語を教えてくだ

さっています。

　そこで、アランさんから

町民の皆さんに対してごい

あさつをいただきましたの

で、紹介します。

ア
ラ
ン
・
ホ
ー
ン　
　

の
さ　
　ん

ご
あ
い
さ
つ

ＡＬＴＡＬＴ中之島中央小学校の子どもたちと英語の勉強をしているアランさん

　I would like to extend my warmest and most cordial greetings to you, the residents of Nakanoshima. I would also like to 

take this opportunity to thank you for bringing me to your town and for allowing me the privilege to live in Japan. I have 

long wanted to come to Japan and, thanks to you, this dream has become a reality. Your country is remarkably beautiful 

and filled with fascination for me. I look forward to exploring as much of it as possible during my time here.

　Many of you have seen me in my daily routine, many more of you have not. Still, I would like to thank each and every 

one of you for your kindness and patience. As I'm sure you're probably aware, I do not speak Japanese; I am just beginning 

my study of your language. With time and effort I am certain I will learn. Until that time I thank you for your patience 

with me, it has meant, and will continue to mean, a great deal to me and has been instrumental in making my transition 

into life in Japan go as smoothly as it has. Nakanoshima is not merely the place where I reside, it has become my home and 

I am very pleased that it has.

　So, once again, thank you for having me here. I shall endeavor to do my utmost to fulfill your expectations and to be a 

benefit to your wonderful community.

Alan B. Horn, ALT

日 本 語 約

　中之島の皆様に心からごあいさつ申し上げます。そして日本に住み、中之島で暮らす特権を与えてくださったこと

を心から感謝いたします。私は長年、日本に来たいと思っておりました。そして、皆様のおかげでその夢が実現いた

しました。日本はとても美しく、私を魅了してやみません。ここにいる間に、できる限り多くの発見をしたいと楽し

みにしております。

　日常生活の中でお目にかかった方も多くいらっしゃいますが、お会いしていない方のほうが多いことでしょう。そ

うしたお一人お一人に親切にしていただいたり、辛抱強く話をしていただいたりしてくださることに感謝を表したい

と思います。ご存じの方もいらっしゃると思いますが、私は日本語が話せません。日本語は勉強し始めたばかりだか

らです。けれども労力を惜しまず、努力して日本語が話せる日が来ると思っています。そのときまで、不愉快な思い

をおかけすることもたくさんありますが、よろしくお願いいたします。今までも、そしてこれからも皆様のご協力が

日本の生活に慣れるために大変、役立っています。中之島は単に住んでいる場所というだけでなく、私の第２の故郷

となりました。それをとても嬉しく思っております。

　最後に、もう一度、中之島に住めることを感謝しています。私は、このすばらしい中之島のために最大限、皆様の

期待にこたえられるよう、がんばりたいと思います。

　アラン　Ｂ　ホーン


